
地域に根ざした採卵経営の実践
～地元で生まれ育った信頼の経営～

株式会社 南勢養鶏
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位置図

周囲を豊かな緑に
囲まれた鶏舎環境

南伊勢町は
リアス式海岸が美しい町

南伊勢町

南勢養鶏



約３ｈａの敷地に
整然と整備された農場

Ｎ



年次 経営活動の内容 成鶏羽数

昭和36
昭和49
昭和50
昭和55

昭和58
昭和63
平成 3
平成 5

平成 8
平成11
平成13
平成15
平成17
平成18
～20年

萩原、滝、世古の3戸が個別に自宅周辺で採卵経営を始める
町営畜産団地造成事業で、経営地を現在の場所に移転した
廃鶏処理場を法人化 ⇒有限会社南勢養鶏の誕生
任意組合南勢養鶏団地を(有)南勢養鶏に合併
☛製造販売一体化を目指すためのスタート
地元への販売増加に対応し冷房付きトラック導入
食肉部門を分離⇒南勢ミートとしてスタート
全鶏舎ともふん乾燥システム鶏舎になる
EOS（エレクトリックオーダーシステム）を導入し受注開始
たまごひろい牧場「コッコランド」開設
現社長萩原真郎経営に参画
平飼い有精卵「大地君」を販売
環境保全対策のため鶏ふん処理施設の改良と臭気対策
ISO９００１を取得
県中央卸売市場内に鶏卵事業部設置
成鶏舎内の換気等の環境改善に取り組む
販売地域を三重県南勢地域から中勢地域に拡大中
⇒農家主体のファーマーズマーケット等でも販売開始

15千羽

75千羽

150千羽

180千羽

200千羽

経営の推移

規
模
拡
大
と
同
時
にG

P

セ
ン
タ
ー
も
拡
張
整
備



多面的な顧客の
要望に応えられ
る商品群（一部）



健康な鶏を育てるために

鶏舎内外の空気の
流れを観察し改善しました

★鶏舎内はトンネル式換気
★外でも流れをコントロール

従来の空気の流れだと
隣の鶏舎からの排気を
吸引してしまう

空気を強制的に屋根へ
向けて戻すように改良し
た



健康な鶏を育てるために

こだわり

鶏の腸の活性化に乳酸、酪酸、善
玉菌を入れたり、飲み水に電磁水、
ＰＨ調整、ミネラル、酸素加給を
行っている。

赤玉タマゴには、ヨモギ粉、
海草、南伊勢町産竹酢と
竹炭混合品を飼料に添加
しておいしさをアップ！



品質を支えるもの
ＩＳＯ９００１認証

自社内の品質検査

検討したデータ
を活かす職員

透光検査↑
←ハウユニット検査



認定

みえの安心食材マーク

県の第三機関が生産管理を
確認し認定

10
月！

販売地域も南勢地域から
中勢地域へ拡大中
直販の比率も進展中

人と自然にやさしいみえの安心食材表示制度



環境保全対策

鶏糞の堆肥化過程と販売

各鶏舎からは、
3日～4日毎に
ショベルカーで
ふんを搬出

鶏舎 発酵槽 乾燥舎

水分20％に一次発酵60度
～70度で3週
間処理。

二次発酵舎

販売先
農協30％
ホームセンター20％
その他50％

年間販売量 15ｋｇ×1000袋

製品（伊勢有機）

製品は100％販売

二次発酵30度
～50度で2ヶ月
処理



お客様との心の接点
コッコランドと農場前の直売所



ホームページからの情報発信 http://www.coccoland.jp/



経営の理念

基本姿勢は
地域から支持をいただける
経営であること

社長は働き盛り40歳

社長を支える会長

消費者に喜んでもらえるタマゴの提供

健康な鶏が産むタマゴから

健康な鶏は良い鶏舎環境から

良い環境は自分たちの手から



地域採卵経営の核としての存在

データに基づいた経営改善

地場産業としての役割

小学生、中学生の農場見学、体験学習等の受入

株式会社としての使命と責任

当社の取組・役割



これからの南勢養鶏

地元の支持を得られる経営
生産成績の維持向上
（健康な鶏の飼育と美味しい卵の生産）

食料自給率の向上


